
伊
地
知
鐵
男
文
庫
蔵
『
北
野
社
松
梅
院
引
付
』

に
見
え
る
、
二
、
三
の
記
事
に
つ
い
て

岩
　
下
　
紀
　
之

　
本
書
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
帰
し
た
、
伊
地
知
鐵
男
文
庫
中
の

一
冊
で
あ
っ
て
、
北
野
神
社
松
梅
院
に
由
来
す
る
古
記
録
で
あ
る
。

全
体
が
何
ら
か
の
文
書
を
再
使
用
し
て
い
て
、
紙
背
文
書
を
有
す
る
。

第
一
丁
は
元
来
の
表
紙
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
槌
色
が
著
し
い
。
中
央

に
、　
　
引
付
　
明
応
五
年
2
舞
少
．
在
之

と
記
し
、
左
下
す
み
に
、
禅
尊
と
署
名
し
、
花
押
を
付
す
る
。
以
下

全
丁
四
十
二
丁
。
楮
紙
を
用
い
る
。
紺
地
の
布
製
の
表
紙
を
ほ
ど
こ

す
が
、
本
文
の
虫
損
が
表
紙
ま
で
達
す
る
の
で
、
早
大
に
帰
属
す
る

前
に
製
本
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
史
料
纂
集
に
『
北
野
社
家
日
記
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
纂
集
本

は
『
松
梅
院
引
付
』
の
日
次
記
を
翻
刻
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
伊

地
知
本
は
い
わ
ば
別
記
で
あ
り
、
だ
い
た
い
は
明
応
四
、
五
年
か
ら

以
降
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
そ
れ
以
前
の
先
例
を
も
し
ば
し
ば

記
載
す
る
。

　
記
者
の
禅
尊
は
、
纂
集
解
説
に
よ
れ
ば
、
松
梅
院
禅
豫
の
子
、
幼

名
春
松
丸
で
、
明
応
二
年
九
月
八
日
の
条
に
「
春
松
丸
物
云
早
言
立

願
在
之
」
と
の
記
事
も
あ
る
。
史
料
纂
集
本
の
明
応
三
年
記
ま
で
の

記
者
は
禅
豫
、
明
応
八
年
記
は
禅
光
代
官
記
で
、
、
禅
尊
の
日
次
記
は

伝
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
北
野
神
社
の
歴
史
的
意
義
か
ら
見
て
、
本
書
の
価
値
は
き
わ
め
て

重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
文
学
関
係
の
二
、
三
の
記
事
を
紹
介
し
て

み
た
い
。
原
文
の
用
字
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
通
行
の
字
体
を
あ
て
、

私
意
に
よ
っ
て
句
読
点
を
ほ
ど
こ
し
た
。
筆
者
の
手
に
あ
ま
る
箇
所

に
は
横
に
（
カ
）
な
ど
と
注
記
し
た
が
、
な
お
あ
や
ま
り
の
多
い
こ

と
を
畏
れ
る
。
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1

　
こ
の
時
期
の
世
上
の
物
騒
な
こ
と
は
、
洛
北
の
北
野
社
に
も
波
及

し
て
い
る
。
第
一
、
松
梅
院
引
付
の
記
者
禅
豫
そ
の
人
が
、
明
応
三

年
正
月
十
四
日
殺
害
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る

記
事
も
、
そ
の
よ
う
な
殺
伐
な
時
代
相
の
あ
ら
わ
れ
と
解
す
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
な
へ

あ
ろ
う
。
日
連
歌
所
に
つ
い
て
は
、
『
蜷
河
家
文
書
』
⊥
ハ
五
三
、
六

五
四
、
七
一
五
に
、
天
文
か
ら
永
緑
ご
ろ
に
か
け
て
の
衰
微
を
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
は
ニ

が
わ
せ
る
記
事
が
あ
る
。

　
以
下
の
翻
刻
で
は
、
日
連
歌
所
坊
主
蔵
久
な
る
も
の
が
夜
盗
を
は

た
ら
き
、
成
敗
さ
れ
た
む
ね
の
事
件
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
前
記
『
蜷

河
家
文
書
』
六
五
四
に
は
、
北
野
外
会
所
の
坊
主
蔵
円
な
る
も
の
が

追
放
さ
れ
た
記
事
が
見
え
、
伝
統
あ
る
北
野
社
の
連
歌
は
、
こ
の
こ

ろ
ど
の
よ
う
に
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
応
六

　
　
五
月
廿
二
日
松
光
院
へ
夜
盗
入
云
々
。
然
而
、
彼
坊
夜
盗
長
本
人

　
日
連
歌
所
坊
主
蔵
久
也
。
同
類
錨
，
町
二
与
五
郎
子
猿
云
々
。
伍
同
六

　
月
五
日
、
為
　
宝
成
院
香
西
忠
兵
衛
。
相
語
日
連
歌
所
へ
押
寄
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ

　
処
、
蔵
久
　
行
お
紙
屋
川
面
三
．
敏
留
早
。
則
与
五
郎
所
へ
難
押
寄
之
、

　
父
子
共
．
折
節
他
行
云
々
。
　
両
所
雑
物
已
下
悉
令
乱
妨
者
也
。
以

後
松
梅
院
へ
以
使
者
此
子
細
申
酉
々
。
御
社
務
同
奉
行
へ
も
前
三
．
不

案
内
申
。
如
此
所
行
前
代
未
聞
事
也
。
難
然
目
代
井
公
文
承
仕
成

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

孝
罷
出
。
同
香
西
衆
土
三
両
所
事
注
符
己
†
。

2

　
将
軍
足
利
義
高
は
、
文
亀
二
年
、
細
川
政
元
と
隙
を
生
じ
、
政
治

的
に
は
全
く
無
力
な
存
在
と
な
る
。
も
と
よ
り
そ
れ
以
前
に
実
権
を

ふ
る
っ
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
も
な
い
け
れ
ど
も
、
本
書
三
十
⊥
ハ
丁
に

は
、
将
軍
と
細
川
政
元
ら
の
、
北
野
社
で
の
詠
歌
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。　
文
中
に
「
御
皮
袴
躰
」
と
あ
り
、
こ
の
服
装
で
の
社
参
は
非
公
式

の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
一
行
は
将
軍
側
近
の
人
々

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
冷
泉
為
広
、
細
川
政
元
、
高
国
、

伊
勢
貞
斎
と
い
っ
た
人
々
が
そ
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
政
元
横
死
の
あ
と
辣
腕
を
ふ
る
う
細
川
高
国
が
、
ま
だ
六
郎
と

称
し
て
顔
を
出
し
、
文
学
愛
好
家
の
片
鱗
を
す
で
に
見
せ
て
い
る
。

　
こ
の
日
に
つ
い
て
は
、
『
北
野
社
家
日
記
』
に
記
録
が
あ
り
、
合

わ
せ
読
む
べ
き
で
あ
る
。
翌
日
梅
寿
丸
が
出
仕
し
、
「
目
出
度
由
」

で
「
酒
モ
リ
」
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
わ
か
り
、
興
味
深
い
。
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一、

ｾ
応
九
年
二
月
十
日
　
公
方
様
御
野
遊
御
次

　
社
頭
へ
御
参
在
之
。
下
長
床
ピ
サ
ツ
キ
畳
ノ
上
ニ
テ
、
御
祈
念
在

　
之
。
御
行
衣
御
皮
袴
躰
，
。
．
御
参
之
間
、
社
例
儀
式
無
之
云
々
。
則
於

　
会
所
海
老
名
三
郎
左
衛
門
尉
御
一
献
ヲ
参
ス
ル
間
、
当
坊
柳
五
荷

　
取
居
、
五
目
録
、
折
昏
ヲ
以
テ
進
上
之
。
梅
寿
丸
持
参
云
々
。
細
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　

　
京
兆
被
参
。
御
詠
歌
在
之
。
同
当
坊
梅
ノ
題
短
冊
ヲ
給
云
々
。
幼

　
少
間
禅
慶
相
副
テ
参
也

　
　
梅
ト
ヲ
リ
ノ
題
也
　
　
　
義
高
公
方
様

仰
ぬ
る
神
の
め
く
み
に
梅
か
枝
を
い
く
代
と
も
な
く
此
野
に
そ
み
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
広
冷
泉
井
殿

こ
と
の
葉
の
花
ま
ち
え
て
や
神
垣
の
梅
も
色
香
を
わ
き
て
そ
ふ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
康
藤
兵
衛
督

あ
ふ
く
神
の
ち
か
ひ
を
う
け
て
我
君
の
千
世
の
め
く
み
に
さ
く
や
こ

の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
元
細
川
京
兆

松
梅
も
君
ま
ち
え
て
や
此
春
は
い
ま
一
し
ほ
の
色
か
な
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
国
細
川
六
郎

心
有
て
梅
二
吹
ら
し
神
風
は
匂
を
ち
ら
し
花
を
ち
ら
さ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
斎
伊
勢
七
郎

あ
ひ
に
あ
ひ
て
猶
色
そ
ふ
る
梅
か
え
の
匂
や
君
か
袖
に
と
ま
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
寿
丸
松
梅
院

梅
花
に
ほ
ひ
ほ
の
か
に
出
る
日
の
光
の
と
け
き
春
の
空
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
通
本
郷
宮
内
少
輔

此
野
へ
の
神
の
い
か
き
の
梅
花
君
な
ら
て
や
は
誰
か
見
は
や
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
定

神
屋
川
千
世
を
な
か
る
・
水
と
て
や
ち
ら
て
も
梅
の
か
け
を
せ
く
ら

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
資
飯
川
山
城
守

君
か
世
を
神
も
う
け
け
る
色
み
え
て
に
ほ
ひ
ひ
ら
く
る
み
つ
か
き
の

梅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
順
宝
成
院
　
　
　
、

君
か
た
め
け
ふ
さ
き
あ
へ
る
梅
花
千
世
の
か
さ
し
を
神
も
知
る
ら
ん

　
　
　
　
　
3

　
足
利
氏
は
代
々
連
歌
を
好
み
、
尊
氏
義
詮
の
二
代
は
『
菟
玖
波
集
』

の
有
力
作
者
で
あ
る
。
ま
た
、
義
教
以
下
は
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
作

者
で
、
特
に
義
政
は
句
集
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

の
将
軍
が
か
な
り
の
作
品
を
詠
み
、
北
野
社
と
も
縁
が
深
い
の
に
対

し
、
三
代
義
満
将
軍
が
室
町
幕
府
最
盛
期
を
成
立
せ
し
め
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
作
品
を
残
さ
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
応
永
期

の
連
歌
を
宗
瑚
以
下
の
連
歌
師
が
評
価
し
な
か
っ
た
た
め
か
、
応
永

十
五
年
三
月
の
後
小
松
天
皇
の
北
山
殿
行
幸
に
あ
た
っ
て
の
百
韻
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
　

巻
の
ほ
か
は
、
『
空
華
日
用
工
夫
集
』
　
『
久
我
家
文
書
』
な
ど
に
わ

一41一



ず
か
ば
か
り
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
本
書
三
十
八
丁
以
下
に
足
利
義

満
の
発
句
九
句
を
見
出
す
の
は
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
。

　
北
野
社
で
の
永
亨
五
年
万
句
以
前
の
作
品
が
断
片
と
は
言
え
、
こ

こ
に
姿
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
の
も
、
あ
わ
せ
て
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
な
お
応
永
十
年
十
二
月
八
日
の
義
満
の
北
野
参
籠
の
こ
と
は
『
大

日
本
史
料
』
に
見
え
て
い
る
。

鹿
園
院
殿
様
御
成

一
　
応
永
十
年
五
月
廿
五
日
御
法
楽
連
歌
在
之

　
　
　
幾
千
世
そ
宮
井
年
ふ
る
梅
の
雨

　
　
　
松
さ
へ
か
ほ
る
風
の
た
ち
花
　
　
聖

　
一
献
如
先
之
用
意
之
御
小
袖
三
重
御
太
刀
御
馬
如
先
之
也

　
八
月
廿
五
日
御
発
句

　
　
　
花
さ
き
ぬ
此
野
・
草
を
宮
所

一〇豊

い
か
き
み
か
け
る
露
の
玉
松
　
　
聖

十
二
月
九
日
自
夜
御
参
籠
在
之
。
同
十
日
御
千
句

　
　
梅
も
ひ
さ
松
も
千
代
ふ
る
宮
居
哉

其
十
月
十
二
日
御
法
楽
在
之
御
発
句

　
　
松
し
ろ
く
雪
を
御
池
の
う
す
ご
ほ
り

　
　
梅
の
さ
か
り
や
春
を
待
ら
ん
　
　
寿
王
丸

応
永
十
一
八
月
十
二
日
御
発
句
御
連
歌
在
之
御
句

紅
葉
に
も
梅
は
久
し
き
い
か
き
哉

　
　
神
も
千
と
せ
を
松
の
秋
風

同
十
二
二
月
十
三
日
　
御
句

　
　
千
代
も
み
ん
此
神
垣
の
梅
の
花

同
同
十
二
月
十
二
日
御
句

　
　
冬
梅
の
花
の
匂
の
い
か
き
哉

同
十
三
正
月
十
一
日
御
句

　
　
松
ふ
り
て
梅
に
久
し
き
み
や
所

応
永
十
四

　
　
神
に
千
世
な
れ
こ
し
梅
の
匂
哉

四
季
御
参
籠
中
之
御
発
句
也

注
一

注
二注注狂

五四三

聖
護
院

正
月
十
二
日
一
日
御
千
句
御
発
句

北
野
天
満
宮
の
連
歌
会
所
に
つ
い
て
は
金
子
金
治
郎
氏
「
連
歌
総

論
」
9
6
ペ
ー
ジ
以
下
。
大
阪
天
満
宮
の
連
歌
所
に
つ
い
て
は
、
鶴

崎
裕
雄
氏
「
連
歌
と
大
阪
天
満
宮
の
連
歌
所
」
（
「
大
阪
天
満
宮
史

の
研
究
　
第
二
集
』
）

六
五
三
番
文
書
に
「
外
会
所
及
大
破
候
間
、
令
修
理
、
日
連
歌
不

可
退
転
旨
・
…
」
と
あ
る
。

永
徳
三
年
七
月
八
B
、
至
徳
元
年
十
一
月
晦
日
参
照
。

文
書
番
号
一
六
八
九
参
照
。

句
順
を
入
れ
か
え
る
意
味
で
あ
ろ
う
。
原
文
の
ま
ま
翻
刻
し
て
お

く
。
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